
「ためる」 流域対策
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様々な土地・施設の所有者、管理者それぞれが、
以下のような対策を実施・保全することで雨水の
流出抑制を行う

各対策の規模や効果は小さくても、これらを積み
上げていくことで浸水被害の軽減につなげる

「調整池の設置および保全」

「土地等の雨水浸透・貯留機能の確保」

「森林など流出抑制機能を有する土地の保全等」

「ため池等の活用」

「調整池の設置および保全」

「土地等の雨水浸透・貯留機能の確保」

「森林など流出抑制機能を有する土地の保全等」

「ため池等の活用」

重要調整池の例

駐車場透水性舗装の事例 （兵庫県西神戸庁舎）

森林整備のイメージ
（針葉樹と広葉樹の混交林整備）

校庭等での浸透施設イメージ

ため池の事前放流イメージ

事例1）集中豪雨の発生頻度が高い梅雨期から
台風期までが効果を発揮しやすい
事例2）農業用水の確保が優先される時期を避け、
台風期に取り組む



「そなえる」 減災対策
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関係自治体や地域と協力し、水害が発生した場合でも被害を小さくする減災対
策について、より一層の充実に努める

増水警報装置 （妙法寺川）

河川防災ステーション（新湊川）

「水害リスクに対する認識の向上」(知る)「水害リスクに対する認識の向上」(知る)

「情報伝達体制の充実と水防体制の強化」(支える)「情報伝達体制の充実と水防体制の強化」(支える)

「的確な避難のための啓発」(逃げる)「的確な避難のための啓発」(逃げる)

「水害に備えるまちづくりと水害からの復旧」(備える)「水害に備えるまちづくりと水害からの復旧」(備える)ひょうご防災リーダー講座

兵庫県河川監視システム
http://hyogo.rivercam.info/kobe/

神戸市 防災特別号
くらしの防災ガイド

ひょうご防災ネット
http://bosai.net/

フェニックス共済



「そなえる」 減災対策
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ひょうご防災ネット
http://bosai.net/



「そなえる」 減災対策
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川の防災情報
http://www.river.go.jp/

兵庫県防災気象情報 http://hyogo.bosai.info/



「そなえる」 減災対策

22兵庫県河川監視システム http://hyogo.rivercam.info/
神戸市河川モニタリングカメラシステム
http://kobe-city-office.jp/kawa-camera/



総合治水の広報の取り組み

■①【課題】県民の認知度アップ

86.2％

各種イベントでのＰＲ活動（H26.4.29 光都フロンティア祭）

子どもたちと模型で実験 パネルを使って説明

対
応

区 分 H26.6

内容も含め知っている 13.7%

言葉は見聞きしたことがあるが、内容は知らない 48.3%

知らない 37.9%
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■①【課題】県民の認知度アップ

出前授業（H26.2 姫路市立増位小学校）

小学５・６年生を対象に模型で実験
透水性アスファルトの違いを
実際に水をかけて説明

対
応

総合治水の広報の取り組み
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■①【課題】県民の認知度アップ

理科教育の場での展示・説明（於：神戸市立バンドー青少年科学館）

「青少年のための科学の祭典2014in神戸」に出展（平成２６年9月6、7日）

対
応

総合治水の広報の取り組み

河川対策・流域対策の効果を模型をつ
かってみんなで実験！

「田んぼダム」の取り組みを
模型をつかって説明！
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■①【課題】県民の認知度アップ

雨水を“ためる”はばタン

イメージアップキャラクターとして
雨水をためる“はばタン” 登場
各種ノベルティグッズを製作・配布

各種ＰＲで使用（左：のぼり 右：懸垂幕）

対
応

総合治水の広報の取り組み
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田んぼダムのイメージ



感謝状の贈呈など顕彰の実施

■②【課題】取組の動機づけ

・「ためる」取組は、取組者への直接的なメリットが少ない。
・コスト、手間がかかるため、実施に踏み出しにくい。

県土整備部長による表彰
（ケーズデンキ氷上店、雨水貯留施設）

民間事業者の先導的な取組を
県広報紙でＰＲ

対
応

総合治水の広報の取り組み
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心配される災害に洪水を選んだのは約30％
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高潮

土砂災害

その他

（％）
心配される災害は何ですか？

調査目的

「そなえる」対策として、各防災福祉コミュニティが推進している減災に関わる
取り組みを調査し、計画策定に反映させる

期間 ： 平成26年4月21日～5月9日
方法 ： 防災福祉コミュニティ会長へ直接送付
総配布数 ：123部
総回収数 ：76部（回収率61.8％）

防災福祉コミュニティへのアンケート調査
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水害に備えた訓練や防災マップづくりを
したことのあるコミュニティは20％以下

実施しているところでは・・・
土のう作り、運搬、土のう積み訓練
可搬式ポンプの使用訓練
小高い丘にある施設への避難訓練
橋を渡らない避難訓練

ブルーシートやビニール袋を利用した浸水防止
講習

実施しているところでは・・・
地域別の標高を記載した水防マップの作成

地域の高層ビルを記載、地下道には絶対に
入らないように記載した水防マップの作成

防災福祉コミュニティへのアンケート調査
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活動回数が少ない

予算がない

高齢化している

コミュニティに参加する人が限られている

リーダーが不足している

後継者が不足している

どのような活動をすればよいか悩んでおる

その他

（％）
コミュニティにおける課題

⇒人材不足が課題

防災福祉コミュニティへのアンケート調査



砂防えん堤の働き
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砂防えん堤は、上流から流れてくる土砂
や流木を捕捉し、下流の人家や公共施
設等を土石流災害から守ります。
砂防えん堤には不透過型えん堤と透過
型えん堤があります。

不透過型えん堤

透過型えん堤



表六甲地区 防災施設図
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砂防えん堤 652基
治山ダム 1559基

（H25年度末時点）



浸水想定図

33



浸水想定図
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